
マルナタネ (マキゾメガイ科) 兵庫県ランク：Ｂ

Parazoogenetes orcula 環境省ランク：指定なし

種の概要 主要な選定理由

○ ○

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点
低山地の広葉樹を含む雑木林の保全、また都
市近郊に残された雑木林の開発抑制が必要と
思われる。

【執筆者】 大原健司

新規追加種。県内において生息地に適した良好な広葉樹林が減少している。ヒラドマルナタネよりやや
多いが、既知生息地が少なく、1生息地の生息範囲が狭い。
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関東以西本州、四国、九州、琉球列島に分布する。広葉樹林の
低木の幹、枝及び葉に付着して生息している。殻長約2mm、殻
径約2mm、ヒラドマルナタネ（貝類Ｂランク）より丸く感じられる。殻
底部の臍孔が閉じている。
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猪名川町、姫路市、たつの市、宍粟市、佐用町、養父市
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